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株式会社 カントリー不動産

代表取締役　里　裕一

企業ロゴなど

（所在地：岩手県盛岡市）

当社は2018年に創業し、岩手県盛岡市にて不動産業を営んでおります。

不動産売買・賃貸仲介業務はもちろんのこと管理、相続、住宅・リフォーム相談など

幅広い分野で不動産に携わっております。

また、『おせっかいくらいがちょうど良い』をコンセプトに

誠心誠意お客様対応を行い、様々なニーズにお応えいたします。

大項目

環境の保全

従業員の働きがい

地域社会への貢献

コンプライアンス・ガバナンス

マテリアリティ（重要課題）

廃棄物の3Rの推進、グリーン購入・調達

従業員の体の健康保持、従業員の心の健康保持、多様で柔軟な働き方の推進

寄付活動、地域金融機関との連携、地域とのコミュニケーション

消費者・顧客課題解決、業務効率化や生産性の向上、デジタル技術の活用



【企画・制作協力：株式会社日経リサーチ 「SDGs経営推進プロジェクト」】

マテリアリティ（重要課題）

株式会社 カントリー不動産　SDGs宣言書

当社は、国際連合で採択された持続可能な開発目標（SDGs）の達成に、

以下のマテリアリティ（重要課題）への取り組みを通じて貢献します。
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不動産の３R(リフォーム、リノベーション、リユース)を通じ、環境に配慮した経営を実現します。

 環境の保全

・3R事業の更なる強化により、不動産再生を推進します

・オフィス用品を購入する際は環境負荷が小さいものを購入いたします

 ▼ 目標・取り組み内容

 従業員の働きがい

ワークライフバランスの実現により、誰もが働きやすい職場環境づくりを目指します。

 ▼ 目標・取り組み内容

・定期健診後の精密検査受診率100％を目指し従業員の健康を守ります

・メンタルヘルス不調による休職発生率ゼロを目指します

・在宅勤務の実施率を上げ、柔軟な働き方を推進いたします

 地域社会への貢献

地域の人々が安心して暮らすことのできる住みよい住環境整備に取り組んでまいります。

 ▼ 目標・取り組み内容

・社会貢献活動費を増やし、地域のために積極的な活動を行います

・地域金融機関との連携により、SDGs関連投資を実施します

・地元小学校への出張授業を年3回実施することで地域交流を深めます

・顧客向けアンケートを定期的に実施し、顧客満足度向上に努めます

・業務の見直しを積極的に行い、労働生産性向上に努めます

 ▼ 目標・取り組み内容

 コンプライアンス・ガバナンス

コンプライアンスを重視し、顧客課題解決のソリューション提供および業務効率化の両立を目指し

ます。

・業務のシステム化を進め、会社全体としてDX化を推進いたします


